
研究に関するお知らせ（公開用文章） 

課題名：院内発症新型コロナウイルス感染症における二次感染の検証 

 市立砺波総合病院 

当院では、以下の研究を実施しております。この研究への参加（ご自身のデー

タの利用）を希望されない場合は、下記のお問い合わせ先までお申し出くださ

い。不参加を希望されても、診療においていかなる不利益も受けることもござ

いませんのでご安心ください。なお、未成年者の方や、ご自身での判断が難し

いと考えられる方においては、ご家族や代理人の方からのお申し出に対しても

同様に対応いたします。 

【研究目的】 

2019 年末に発生した新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-19）は、オミ

クロン株への変異を経て重症化率は低下したものの、依然として強い感染力を

持っています。基礎疾患を持つ入院患者さんへの感染は、患者さんの病状を悪

化させたり院内クラスターの発生に繋がる場合もあり、医療機関においては未

だに極めて重要な問題です。しかし、現在でも感染の経路が特定できない場合

があり、感染経路の全てが解明されたとはいえない状況と考えられます。 

そこで、多人床に入院された患者さんを対象に、４人床におけるCOVID-19

の感染拡大に係わる要因を明らかにすることを目的として本研究を計画しまし



た。 

【研究期間】 

2025 年 12 月１日から 2026 年３月 31 日 

【研究の対象となる方】 

2024 年 12 月１日から 2025 年 3月 31 日までの間に当院に入院された方の中

で、入院後にCOVID-19 を発症された方、および、COVID-19 を発症された

方と同室だった方 

【ご協力頂く内容】 

上記対象期間中に記録された以下の診療情報等を研究に使用させて頂きます。

（項目：年齢、性別、基礎疾患、入院日、転入日、発症日、SARS-CoV-2 検査

陽性日、担当看護チーム、入院病室およびベッド位置など） 

情報の使用に際しては、国の定める「人を対象とする生命科学・医学系研究に

関する倫理指針」を遵守し、個人情報については厳重に保護します。研究結果

の発表（研究会や学会での報告、医学雑誌への投稿等）においても個人が特定

されることは一切ございません。 

【研究への不参加（オプトアウト）について】 

本研究への参加を希望されない場合は、後述の窓口までご連絡ください。その

場合、その方の情報を解析対象に含めることは致しません。 



ただし、本研究は公衆衛生上の観点から重要な調査であるため、拒否のお申し

出がない限り、原則として匿名化した情報を研究用データとして利用させて頂

きます。いかなる場合においても、個人が特定される情報が外部に漏出するこ

とはございません。 

【外部への試料・情報の提供】 

研究データはパスワード等で保護された制限下で厳重に管理し、特定の関係者

以外はアクセスできません。収集した情報は本研究の目的以外には使用せず、

また外部への提供も行いません。 

【利益相反について】 

本研究は当院倫理委員会の審議を受け、適切に管理されています。本研究の実

施に当たり、研究全体および研究者個人において、申告すべき利益相反（企業

等との経済的な利害関係）はありません。 

【研究計画書当の入手・閲覧方法】 

ご希望があれば、他の参加者の個人情報保護や研究の独創性確保に支障がな

い範囲で、研究計画書や資料を閲覧することが可能です。閲覧を希望される方

は下記のお問い合わせ先までご連絡ください。 

【個人情報の開示に係る手続きについて】 

本研究で収集したご自身の情報については、当院の規定に基づき、開示を求め



ることができます。手続きの詳細については下記窓口でご確認ください。 

【研究責任者】 

市立砺波総合病院 感染対策室室長 村本 由子 

 

【お問い合わせ先】 

〒939-1395 

富山県砺波市新富町 1-61 

市立砺波総合病院感染対策室 

村本由子 

電話 0763-32-3320 

 


